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   Statistical observation on inpatients and operations at our department between January 1984 
and December 1988 revealed the following results: 1) The total number of inpatients was 1962 
(male: 1658, female: 304). The most frequent diseases were bladder cancer (30.0%), benign pros-
tatic hypertrophy (19.2%), prostatic cancer (10.6%) and renal cancer (6.7%). 2) The total number 
of operations was 1699. The most frequent operations were transurethral resection (TUR) of 
bladder tumor (22.8%), TUR prostate (20.7%), TUR biopsy (6.5%) and total cystectomy (5.4%). 

                                             (Acta Urol. Jpn. 35: 2145-2148, 1989) 
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緒 言

大阪府立成人病セ ンター泌尿器科 では,入 院患者の

半数 以上を尿路性器悪性腫瘍 で占め,そ の臨床診療お

よび研究を大 きな主題 としてい る.今 回 われ われ は

1984年1月 か ら1988年12月 までの5年 間の入 院患者に

ついて臨床統 計 を お こな った のでその内容を報告す

る.

対象ならびに方法

1984年1月 か ら1988年12月 までの5年 間 に,当 科に

入院 した患者1,994人 に対 し,年齢,性,疾 患臓器 と疾

患の種類 お よび手術件数,臓 器別 の手術頻度 と手術内

容,手 術術式別頻度 を調査 した.な お外来 で行 った小

手術は手術症例な らびに手術件数に含め ていない.

結果ならびに考察

入院患者統計

1)入 院患者数

5年 間の入院患者総数は1,962人 で,年平均患者数は

392人 である.1978年 か ら1983年 までの6年 間の年平

均患者数414人 に比べ やや減少 して い る1)こ れは化

学療法を施行する症例が多いため,1症 例 当 りの平均

在院 日数が延長 しているた めと思われ る(TableI).

2)性 別

全症例1,962人 中,男1,658人,女304人 で男女比は
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Table1.症 例 数
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手 術 件 数344345339325346
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Fig.3.疾 患 の種 類

Tab!e2.腎,尿 管,副 腎,後 腹 膜 疾 患
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Fig.2.疾 患 臓 器

5.45:1で あ る。

3)年 齢

年齢分布は,Fig.1に 示す,20歳 未満 の症例 が他

施設に比べ非常に少ないのが特徴的である.20歳 以後

の分布 は標準的 で あ り,60歳 代 に ピー クを示 してい

る.

疾患統計

1)疾 患臓器

疾患 を臓器別に分類 する と前立腺が33.7%と 最 も多

く,次 いで膀胱32.7%,腎15.2%の 順 とな っている

(Fig.2).
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2)疾 患の種類

疾患の内容については,悪 性腫瘍が最 も多 く,過 半

数を 占め,次 いで良性腫瘍 が20%,結 石 がIO。8%と な

ってい る.最 多疾患 は膀胱 癌であ り,入 院患者 の30%

を占め,次 い で 前立腺肥大症19・2%,前 立腺癌10.6

%,腎 細胞癌6.7%の 順 となっている(Fig.3).年 別

にみ ると,前 立腺癌,腎 細胞癌は増加傾 向にあ るが,

結石 疾患は1986年 以 降急激に減少 してい る(Table2,
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Table4.前 立 腺,陰 嚢 内 容,陰 茎 疾 患
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Table7.手 術(前 立 腺,陰 嚢 内 容,陰 茎)
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手術統計

1,962人 の入院患者中手術は1,445人,73。6%に のぺ

1,699件 施行 され ている.年 平均では289人 に340件 の

手術が行われ た ことに なる.

1)腎,尿 管,副 腎,後 腹膜(Table5)

これ らの臓器 におけ る手術で最 も多 いのは腎細 胞癌

に対する根治的腎摘除術で,1年 当 り16件施行 してい

る.切 石術は1986年 以降急激に減少 し,1988年 は僅か

4件 であった.ま た1988年 よ りPNL,TULを 開始

した.副 腎,後 腹膜 に対す る手術では,進 行性睾丸腫

瘍2)に対 する 後腹膜 リンパ節郭清が最 も多 く,5年 間

で16例 施行 した.

2)膀 胱,尿 道(Table6)

膀胱に対 して行われた手術で最 も多いのは,TUR-

BTで 年平均77例,次 いで膀胱生検,22例,膀 胱全摘

除術18例 で,腫 瘍に対す る手術がほ とんどである.膀

胱 全摘除術時の尿路変更は原則 として回腸導管 とし,

進行症例に対 しては術前あ るいは術 後補助化学療法を

施行 し生存率の向上をめ ざしている.膀 胱全摘除例に

おいては摘除標本にて予後規制因子 を検討 し3),ま た

最 近では癌遺伝子の発 現の有無を検索 している.尿 道

に対す る手術では内視 内尿道切開術,カ ル ンケル切除

術 が年2～3例 程度 行われている.

3)前 立腺,陰 嚢内容,陰 茎(Table7)

前立腺に対する手術 はTUR-Pが 最 も多 く年平均

70例,次 いで被膜下摘除術が7例 と,1983年 以前の6年

間 と比較す るとTUR-Pが 増加 し被 膜下摘除 術が著

しく減少 した.前 立腺癌に対 してはstageBは もち
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件 数 年 平 均

1TUR-BT

2,TUR-P

3.TUR-B

4.膓 胱全摘除術

5.根 治的腎摘除術

6.除 睾 術

7尿 管切石術

8.高 位除畢術

9.被 膜下前立腺摘除術

10.腎 尿管全捕除術

387

352

110

92

80

53

47

39

37

33

77.4

70.4

22.0

18.4

16.0

10.6

9.4

7.8

7.4

6.6

成人病 セ ンター泌尿器科入院患者について臨床統計を

行った.

5年 間の入院患者総数は1,962人 で,こ れ らの年齢,

性,疾 患 臓器 と疾患の種類お よび手術件数,臓 器別の

手術頻 度と手術 内容,手 術術式別頻度について報告 し

た.

著者名はこの期間に大阪府立成人病センター泌尿器科に在

籍したものである.

本論文の要旨は第120回 日本泌尿器科学会関西地方会にて

発表 した.

うんCさ らにはDに おいて も術 前補助療法 として

内分泌療法 あるいは化学療法を施行 し積極的に全摘術

を行 っている4).陰 嚢内容に対す る手術 では,前 立腺

癌が入院患者 の第3位 の疾患であることか ら,去 勢術

が最 も多 くなってい る.

4)手 術 術式別頻度

以上主な臓器別に手術 内容を示 したが,最 後に頻度

の高い手術術 式 を上位10位 ま で順 にTable8に 示

す.

結 語

1984年1月 か ら1988年12月 までの5年 間 の大阪府立
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